
財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券について・・・償却原価法（定額法）によっている。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　最終仕入原価法によっている。

(3) 固定資産の減価償却の方法

　建物、建物附属設備及び什器備品・・・定額法によっている。

　ソフトウェア・・・法人内における利用可能期間（5年）に基づく定額法によっている。

(4) 引当金の計上基準

　賞与引当金・・・職員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額の当期対応分を計上している。

(5) リース取引の処理方法

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

(6) 消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．会計方針の変更

該当なし

３．特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

奨学資金積立金 143,075,819 5,449,450 5,000,000 143,525,269

海外医療協力者会議積立金 4,104,774 0 0 4,104,774

バングラデシュ事業資金 6,313,597 504,000 5,000,110 1,817,487

60周年記念事業準備資金 4,200,000 0 4,200,000

災害救援復興資金 9,379,131 100,000 3,479,131 6,000,000

海外保健医療協力資金 335,955,502 0 110 335,955,392

海外派遣事業資金 12,995,517 12,000,000 110 24,995,407

切手60周年記念事業準備資金 1,200,000 200,000 0 1,400,000

517,224,340 18,253,450 13,479,461 521,998,329

４．特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

当期末残高
(うち指定正味財産

からの充当額)
(うち一般正味財産

からの充当額)
(うち負債に対

応する額)

特定資産

奨学資金積立金 143,525,269 43,330,144 100,195,125 0

海外医療協力者会議積立金 4,104,774 0 4,104,774 0

バングラデシュ事業資金 1,817,487 1,817,487 0 0

60周年記念事業準備資金 4,200,000 0 4,200,000 0

災害救援復興資金 6,000,000 0 6,000,000 0

海外保健医療協力資金 335,955,392 17,053,007 318,902,385 0

海外派遣事業資金 24,995,407 24,995,407 0 0

切手60周年記念事業準備資金 1,400,000 0 1,400,000 0

521,998,329 87,196,045 434,802,284 0

５．担保に供している資産

該当なし。

科目

合　計

科目

合計



６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

6,746,325 1,691,351 5,054,974

2,040,820 629,497 1,411,323

14,653,355 9,603,958 5,049,397

23,440,500 11,924,806 11,515,694

該当なし。

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

帳簿価額 時　　価 評価損益

49,860,625 51,090,000 1,229,375

49,860,625 51,090,000 1,229,375

9．指定正味財産からの一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産からの一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

金 額

12,406,199

12,406,199

１0．関連当事者との取引の内容

該当なし。

１1．重要な後発事象

該当なし。

合計

科目

建物

建物附属設備

什器備品

１2．その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにするために必要な事項

該当なし。

内　容

合　計

経常収益への振替額

　目的達成による指定解除額

種類及び銘柄

合　計

国　債

7．保証債務等の偶発債務

8．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益


